
日　時 平成27年10月4日（日）14：00～17：00
 ※入場無料　受付開始・開場は13：30～
 ※先着20名（要事前申込・席に余裕がある場合は当日も受け付けます。）

会　場 アーツカウンシル東京ROOM302（アーツ千代田3331）
主催：東京都、アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）、一般社団法人指輪ホテル

背景イラスト：©アトリエ７７ 村松昭『奥多摩散策絵図』1996年改訂版

場所の「終焉」に行った記憶をわけあって、

　　　　　　　　　　「おわり」について考える。

転がしたり、迷ったり、眺めたり、そして、東京と話したい。
2015秋篇



［東京スープとブランケット紀行］とは

羊屋白玉が中心となり始まったアートプロジェクト「東京スープとブランケット紀行」も二年目に入りました。今年は「奥多摩」へ、江古田から旧街道を東京の西へ、平野から丘陵地、
小河内ダムへと遡りました。ダム湖畔に滞在し、沈んた町を思い、水の流れに沿って下りながら、江古田へと戻ってきました。今回の対談紀行の前半は奥多摩の旅のメンバーと共
に「終焉」についてふりかえりたいと思います。後半は『とむらい』を提案します。なにの、だれの、どこの、いつの。「終焉」のそのさき。わたしたちが考えた『とむらい』を来場者
のみなさんと考えたいと思います。

□ 対談概要
 日　時： 平成27年10月4日（日）14：00～17：00
  ※入場無料　受付開始・開場は13：30～
  ※先着20名（要事前申込・席に余裕がある場合は当日も受け付けます。）
□ 予約受付
 HP： http://soupblanket.asia/taidan/2015autumn.html 
 e-mail： ticket@soupblanket.asia
□ お問い合わせ
 電　話： 070-1260-4600    e-mail:  sec@soupblanket.asia
□ 会　場
 アーツカウンシル東京ROOM302（アーツ千代田3331）
 東京都千代田区外神田6-11-14 3F

statement:　ディレクター羊屋白玉の言葉
わたしにとって東京は、とっても長いこと、未来都市だった。今は、遺跡の街を歩いているように思う。どちらも美しい調べだが、
組曲「東京」の楽譜は、いまや、生活者であるわたし、演奏者であるわたし、が追いつかないほどの加速記号でいっぱいだ。この楽
譜に、泉のような小休符をいくつか、記したい。

羊屋白玉 （ひつじや しろたま）
1967年北海道生まれ。明治大学中途退学。「指輪ホテル」芸術監督。東京スープとブランケット紀行ディレクター。劇作家、演出家、俳優。
代表的な作品は、2001年、ニューヨークでの同時多発テロ時、ニューヨークと東京をブロードバンドで繋ぎ、同時上演した「Long Distance Love」。06年北
米ヨーロッパをツアーした「Candies」。12年ブラジル4都市をツアーした「洪水」。13年瀬戸内国際芸術祭では海で、14年中房総国際芸術祭では鐵道で上演し
た「あんなに愛しあったのに」。06年、ニューズウイーク日本誌において「世界が認めた日本人女性100人」の一人に選ばれ表紙を飾った。
http://www.yubiwahotel.com

『春分』　狩野哲郎 （かのうてつろう） 美術家
風景が変わった瞬間とはいつか。いつだって変わらなく平
坦なものなどあるはずがなかった。変容は何者かの意思で
あり、結果である。 それをあらためて受け取ってこそ、目の
前の風景の変化にやっと気づくことができる。

『夏至』　高橋つばさ（たかはしつばさ）　画家
ゲルインクのボールペン１色で絵画制作をしています。
インクの色が滲みだした器の痕跡から、「私よりも前にこ
こにいた者」の存在を想う食卓を作りました。

『秋分』　羊屋白玉（ひつじやしろたま） 
東京スープとブランケット紀行ディレクター
みなさんが大事にしている原風景を、このお膳に重ね合わ
せて、今はいない誰かと、何かと、一緒に食事をする時間
が、日々の生活に訪れますように。そう想って描きました。

『冬至』　小林エリカ（こばやしえりか）
作家・マンガ家
冬至の太陽の角度です。

people:　運営しながら創作するわたしたち

ディレクター：羊屋白玉  アシスタントディレクター：伊藤馨  チーフアドミニストレーター：宮原清美  
アシスタントアドミニストレーター：糸山裕子  齋藤優衣　デザイナー：草梛亮　テクニカルディレクター：糸山義則　フォトグラファー：中澤佑介  

場所の「終焉」に行った記憶をわけあって、
　　　　　　　　　　「おわり」について考える。

この4つのプロジェクトが、転がりながらも成就する時、わたしたちの現前に広がる世界が一瞬止まり、それまで費やしてきた時間のプロセスが立体
的に問いかけてくる。そんなアートプロジェクトを目指しています。

project:　東京（住）＋スープ（食）＋ブランケット（衣）＋紀行（徴）
生活に関わるささやかなテーマ。そのいくつかを同時進行で取り扱ってゆくと、各テーマが影響し合い、分裂と統一を繰り返しながら、
やがておおきなひとつのテーマに辿りつく。その最初のいくつかのテーマタイトルがこの４つです。

しるし

□ 出演　羊屋白玉・東京スープとブランケットメンバー

※お寄せいただいた個人情報は厳重に管理し、本事業の運営およびご案内にのみ使用いたします。
※内容は変更になる場合があります。

夢の一箱を、東京に転がす。 東京のラビリンスな交差点、
江古田で迷う。

青色のヤポネシアアイランドから、
東京を眺める。

転がしたり、迷ったり、眺めたり、
そして、東京と話したい。
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転がしたり、迷ったり、眺めたり、そして、東京と話したい。
2015秋篇

本プロジェクトの「生活圏に起こるものごとの〈終わり方〉や〈立ち上げ方〉を追求し、地球人としてのライフスタイルを考察する」というコンセプトを体現
するコミュニケーションツールとして『とむらい』は生まれました。なくなった人・物・事・場所・動物・時間などを想いながら、時節（春分・夏至・秋分・冬至）
にあった『とむらい』を使用し食卓を彩ってください。当日はご来場のみなさまへ4名の作家が制作した『とむらい』をお披露目させていただきます。

『とむらい』 とは

『とむらい』 
作家のご紹介
（担当の時節と「とむらい」
　制作にあたってのコメント）


